
2014 年 5 月 22 日 

エコ・パワー株式会社 

石狩市環境審議会（長谷川（理）委員）からの質問への対応［追記分］ 

【動植物関連】 

 

＜質問＞ 

「鳥類の衝突確率の算定について、計算区域が海上まで含んだ範囲になっているが、これでは過

小評価になってしまうのではないか？」 

「バードストライクの予測について、調査日数の設定はどのように行ったのか？各日とも 8 名で

調査を行っているのか？これも場合によっては過小評価になってしまう。」 

 

＜回答＞ 

海上のデータを含まないパターンでの衝突確率の算出結果及び調査日数の設定状況を①、②に

示します。 

衝突確率の算出に先立って、準備書においてマガンの飛翔確認個体(延べ数)とマガン属の一種の

飛翔確認個体(延べ数)が下記のとおり逆となっていたため、修正して再計算しました。 

      誤 マガン（116）、マガン属の一種（378） 

      正 マガン（378）、マガン属の一種（116） 

 修正して再計算した結果（正誤）は次頁に示すとおりであり、マガンの年間で 1 回衝突が発生

する確率が約 0.05％から約 0.2％、供用時の 20 年間で衝突が発生する確率が約 0.9％から約 3.0％

に、マガン属の一種の年間で 1 回衝突が発生する確率が約 0.3％から約 0.08％、供用時の 20 年間

で衝突が発生する確率が約 5.2％から約 1.6％にそれぞれ修正されました。 
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2014 年 5 月 22 日 

エコ・パワー株式会社 

誤 正 

  
（348） （348） 

飛翔確認個体（延べ数）、年間衝突数、

年間の衝突数の発生率及び供用年数

別衝突の発生確率の数値が異なる 
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2014 年 5 月 22 日 

エコ・パワー株式会社 

 

①海上のデータを含まないパターンでの衝突確率算出結果 

衝突率の推定に用いた飛翔データの対象範囲を、海上を含まない範囲（準備書で示す「調査地

域」と同範囲、下図参照）として算出を行いました。 

その結果は、次頁に示すとおりであり、いずれの種も著しい増加はみられず、年間で 1 回衝突

が発生する確率はハヤブサが最も低く約 0.007％、マガンが最も高く約 0.3％、供用時の 20 年間

で衝突が発生する確率はハヤブサが約 0.1％、マガンが約 5.8％と推定されました。 
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2014 年 5 月 22 日 

エコ・パワー株式会社 

 表 範囲変更後(調査地域)の衝突確率算出結果 

項 目 

対 象 種 

マガン マガン属の一種 

準備書範囲 
範囲変更後 
(調査地域) 

準備書範囲 
範囲変更後 
(調査地域) 

年間衝突数 0.0015361 0.0029920 0.0008168 0.0012555 

年間 1回の 
衝突の発生率 

0.001533763 0.00298309 0.000816154 0.001253952 

20 年供用時の 
衝突の発生確率 

0.0302782 0.0581698 0.0162103 0.0248133 

 

項 目 

対 象 種 

ミサゴ オジロワシ 

準備書範囲 
範囲変更後 
(調査地域) 

準備書範囲 
範囲変更後 
(調査地域) 

年間衝突数 0.0001438 0.0003073 0.0012768 0.0017739 

年間 1回の 
衝突の発生率 

0.000143748 0.000307161 0.001275204 0.001770713 

20 年供用時の 
衝突の発生確率 

0.0028714 0.0061272 0.0252293 0.0348856 

 

項 目 

対 象 種 

チュウヒ ハイタカ 

準備書範囲 
範囲変更後 
(調査地域) 

準備書範囲 
範囲変更後 
(調査地域) 

年間衝突数 0.0000214 
高度Ｍでの 
飛翔なしのため 
計算対象から 
外れる 

0.0000797 0.0001260 

年間 1回の 
衝突の発生率 

2.13659×10-5 7.97349×10-5 0.000125966 

20 年供用時の 
衝突の発生確率 

0.0004272 0.0015936 0.0025166 

 

項 目 

対 象 種 

オオタカ ハヤブサ 

準備書範囲 
範囲変更後 
(調査地域) 

準備書範囲 
範囲変更後 
(調査地域) 

年間衝突数 0.0000790 0.0001238 0.0000630 0.0000729 

年間 1回の 
衝突の発生率 

7.89760×10-5 0.000123743 6.29744×10-5 7.28869×10-5

20 年供用時の 
衝突の発生確率 

0.0015785 0.0024723 0.0012588 0.0014568 
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2014 年 5 月 22 日 

エコ・パワー株式会社 

 

②調査日数の設定状況 

鳥類調査のうち衝突確率の算定に用いた調査である、渡り鳥定点調査、冬季ワシ類等調査、猛

禽類調査においては、1 日当たり 2 班あるいは 3 班体制を基本として調査を実施しました。また、

各調査日の調査地点別の調査時間を次頁の表に整理しました。 
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2014 年 5 月 22 日 

エコ・パワー株式会社 

 表 調査日数の設定状況 

 

注）「移動」は調査地域内の移動観察を示す 

 

M-1 M-2 M-3 M-4 E-1 E-2 E-3 移動 P-1 P-2 P-3 P-4 P-5 P-6 P-7 P-8 移動

09月20日 渡り鳥調査 8 8 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

09月21日 渡り鳥調査 8 8 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

09月22日 渡り鳥調査 8 8 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

09月23日 渡り鳥調査 8 8 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

09月24日 渡り鳥調査 8 8 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

09月25日 渡り鳥調査 8 8 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

09月26日 渡り鳥調査 8 8 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月05日 冬季ワシ類調査 4 4 8 2 ○ ○ ○ ○

12月13日 冬季ワシ類調査 4 4 8 2 ○ ○ ○ ○

12月17日 冬季ワシ類調査 4 4 8 2 ○ ○ ○ ○

01月24日 冬季ワシ類調査 4 1 ○ ○ ○ ○

01月25日 冬季ワシ類調査 4 1 ○ ○ ○ ○

01月31日 冬季ワシ類調査 8 8 4 4 3 ○ ○ ○ ○

02月01日 冬季ワシ類調査 8 8 4 4 3 ○ ○ ○ ○

02月25日 冬季ワシ類調査 8 8 8 3 ○ ○ ○ ○

02月26日 冬季ワシ類調査 8 8 4 4 3 ○ ○ ○ ○

02月27日 冬季ワシ類調査 8 8 4 4 3 ○ ○ ○ ○

03月25日 冬季ワシ類調査 8 8 8 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

03月26日 冬季ワシ類調査 8 8 4 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

03月27日 冬季ワシ類調査 8 4 8 4 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月05日 渡り鳥調査 4 4 4 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月06日 渡り鳥調査 4 4 4 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月08日 渡り鳥調査 8 4 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月09日 渡り鳥調査 4 4 4 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月10日 渡り鳥調査 4 4 4 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月11日 渡り鳥調査 4 4 4 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月12日 渡り鳥調査 4 4 4 4 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月24日 猛禽類調査 4 4 8 8 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月25日 猛禽類調査 4 4 8 8 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

04月26日 猛禽類調査 4 4 8 8 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

05月27日 猛禽類調査 4 4 8 8 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

05月28日 猛禽類調査 4 4 8 8 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

05月29日 猛禽類調査 8 4 4 8 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

06月20日 猛禽類調査 4 4 8 8 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

06月21日 猛禽類調査 4 4 8 8 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

06月22日 猛禽類調査 4 4 16 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

合計 64 84 52 24 76 72 44 56 20 12 12 12 12 12 24 32 80 87 20 20 23 36 23 36 36 36

ハヤブサ

対象調査(日)

渡り鳥調査 冬季ワシ類調査 猛禽類調査

調査時間(h)

マガン
マガン属の

一種
ミサゴ オジロワシ チュウヒ

日付 調査名
調査

班数 ハイタカ オオタカ
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